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眼
科

診療部

眼科

医師２名体制で診療にあたり月曜・水曜・金曜の午前は一般外来診療、午後はレーザー治療・硝子体
注射などの治療や処置を行っている。透析等でこれらの曜日に受診が不可能な患者は木曜午前中に診察
し、火曜の終日と木曜の午後が手術日となる。再来は完全予約制である。

当科は福岡市内の中核総合病院の眼科として幅広い眼疾患に対応しており、全身疾患をともなう患者
の治療も他科との連携でスムーズに行えることが特徴である。

活動内容

入院患者 内訳
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白内障、水晶体の疾患
緑内障
眼瞼下垂
結膜の障害
眼瞼、涙器、眼窩の疾患
黄斑、後極変性
網膜剥離
糖尿病性増殖性網膜症
その他

2023年
疾患分類
（退院患者）

眼科部長　　瀧　瑠美子
眼科医師　　福山　文里

（2024 年３月在職者名）
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2021 2022 2023

入　　　院 176 231 222

延べ患者数 929 1,093 1,107

平均在院日数 4.2 3.6 3.9

入院患者数外来患者数
2021 2022 2023

新　　患 151 203 247

再　　来 4,406 4,146 4,242

計 4,557 4,349 4,489

手術実施件数
2021 2022 2023

手 術 総 数 336 495 375
水晶体再建術　その他のもの 246 362 260
水晶体再建術　縫着レンズ を挿入するもの 3 10 7
硝子体顕微鏡下離断術 18 14 13
硝子体切除術 4 14 10
水晶体再建術併用眼内ド レーン挿入術 17 38 44
緑内障手術　濾過手術 3 3 1
緑内障手術　流出路再建術 1 4 4
眼瞼下垂手術　眼瞼挙筋前転法 8 9 0
眼瞼下垂手術　その他のもの 10 7 11
眼瞼内反症手術 4 7 5
その他 22 27 20

疾患別入院患者 年次推移
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緑内障 結膜の障害眼瞼下垂 眼瞼、涙器、
眼窩の疾患

黄斑、
後極変性

糖尿病性
増殖性網膜症

2021 2022 2023

白内障、水晶体
の疾患

※４月～３月集計

入院患者年齢構成
年齢 2021 2022 2023

10歳未満 1 0 3

10代 0 0 0

20代 2 0 1

30代 3 1 0

40代 3 6 6

50代 7 17 9

60代 57 52 37

70代 67 94 98

80代 28 55 58

90以上 8 6 10

計 176 231 222

地域別紹介患者数
2021 2022 2023 平均

福岡市 中央区 66 123 130 106
東　区 23 29 48 33
博多区 12 30 30 24
城南区 9 5 18 11
西　区 10 8 16 11
早良区 9 20 12 14
南　区 4 8 11 8

福岡市計 133 223 265 207
糟 屋 郡 64 73 74 70
県 外 3 8 12 8
大 野 城 市 9 16 9 11
糸 島 市 0 2 6 3
春 日 市 4 0 6 3

宗 像 市 1 0 4 2
筑 紫 野 市 1 0 4 2
太 宰 府 市 1 0 3 1
朝 倉 市 1 1 2 1
福 津 市 1 2 2 2
那 珂 川 市 0 0 1 0
そ の 他 4 5 0 3

総合計 222 330 388 313

（眼科部長　瀧　瑠美子）


